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	主題名
	本当の友だち
	内容項目
	B 友情，信頼

	教材名
	ミレーとルソー
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	人と人とが真の友情で結ばれるとはどのような姿なのかを学び，自分にもそのような友達を求める心があることや，自分も相手にとってそのような友達になりたいと願う心があることを自覚することで，さらに深い友情について考えるため。

	ねらい
	本当の友達とは，相手の立場や思いを理解し，互いに信頼し合う関係であることが分かり，自分も周りにいる友達と友情を深めていこうとする。
【理解，判断力】深い友情とは，相手の立場や思いを理解し，相手のことを自分のことのように大切に思う心から生まれることが分かる。
【心情】相手の立場や思いを理解し，互いに信頼し合う深い友情で結ばれている関係に共感する。
【実践意欲と態度】そのような関係に憧れをもち，自分も周りにいる友達と友情を深めていこうとする。

	学習指導過程
	・友達とはどんなものか考える。
・「ミレーとルソー」を読んで，本当の友情について考える。
　★相手の立場や思いを理解し，互いに信頼し合う関係に共感したか。
・本時で学んだことを自分の言葉でまとめる。
　★ミレーとルソーのような強い信頼関係で結ばれた友達に憧れをもち，友情を深めようという意欲がもてたか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●日常生活
・相手の立場や思いを考えて友達と接するよう促す。
●道徳の授業
・「ミレーとルソー」を読んで，相手の立場や思いを理解し，互いに信頼し合う友達関係について考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●読書活動
・今まで読んだ本や国語の教科書に出てくる物語の中から，ミレーとルソーのように，相手の立場や思いを理解し，互いに信頼し合っている友達関係を探して紹介し合わせる。
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